
令和６年１１月２２日

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録）

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累  計 

登 録 件 数 １２９ １４，４３２ 

関係都道府県数 ２４ ４７ 

関係市町村(区)数 ４９ １，０２８ 

○時 代 別   （件） 

江戸以前 明 治 大 正 

昭 和 

計 
前期 

(S元～

S20) 

中期 

(S21～

S40) 

後期 

(S41～

S64) 

新規登録 １４ ３４ ２２ ３６ １５ ８ １２９ 

累  計 ２，５８２ ４，５２３ ２，９２３ ３，６８１ ６５１ ７２ １４，４３２ 

○種   別   （件） 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 0 6 7 1 3 5 0 9 63 35 0 0 129 

累 計 136 1,494 1,777 527 253 457 336 508 6,485 2,142 225 92 14,432 

  （件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 １０９ １ １９ １２９ 

累  計 １１，４９５ ６７８ ２，２５９ １４，４３２ 

文化審議会（会長  島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）は、令和６年１１月２２日（金）に開催さ

れた同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに１２９件の建造物を

登録するよう文部科学大臣に答申しました。  

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１４，４３２件

となる予定です。  
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今回の答申における主なもの 

① 札幌市民のシンボルタワー

001 さっぽろテレビ塔 北海道札幌市 

昭和32年／昭和38年改修 

大通
おおどおり

公園
こうえん

の東端に位置し、電波発信及び観光

拠点の機能を担う自立式の鉄塔。鉄塔部分の設

計指導は内藤
ないとう

多仲
たちゅう

。総高144メートル、末広がり

の立面形状で上下に展望台を設ける。札幌を代

表するランドマーク。 

② 戦災復興期の銀座の賑わいを伝える商店

027 銀座大野屋
お お の や

店舗兼主屋 東京都中央区 昭和26年／昭和後期・平成13年改修 

銀座の昭和通りと晴海
は る み

通りの交差点に面し

て建つ足袋店の店舗。隅切りの敷地形状に合わ

せた五角形平面で、正面にショーウインドー、

内部に帳場
ちょうば

を残す。戦災直後の銀座の景観を今

に伝える貴重な木造の店舗建築。 

③ 柔らかな光が降り注ぐ 静謐
せ い ひ つ

な教会 

028 日本聖
せい

公会
こうかい

東京教区東京聖
せい

十
じゅう

字
じ

教会聖堂
せいどう

 東京都世田谷区 昭和36年／平成14年改修 

世田谷の閑静な住宅街に建つ教会。設計はレ

ーモンド建築設計事務所。ヴォールト形とした

無柱の空間に、正面及び腰屋根の窓から柔らか

な光が降り注ぐ。集成材を大胆に用いて、祈り

の場に相応しい静謐な空間を創出する。 

提供：札幌市教育委員会
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④ ローゼ橋技術を駆使した凸レンズ形の橋梁

044 栄
さかえ

橋
はし

 長野県佐久
さ く

穂
ほ

町
まち

 昭和13年 

 千曲川の上流部に架かる道路橋。凸レンズ形

状のアーチが特徴的なローゼ橋で、両脇に片持

ち梁の桁を延ばす。日本におけるローゼ橋の建

設技術を確立した、土木技術者中島
なかじま

武
たけし

が手が

けた橋梁の一つ。 

⑤ ドングリ形の愛らしい山荘建築

045 野沢温泉ロッヂ 長野県野沢温泉村 昭和44年／平成26年改修 

長坂ゲレンデ脇に建つスキーロッヂ。設計は

吉阪
よしざか

隆
たか

正
まさ

及びＵ設計室。正六角形平面を積み上

げてドーム型とし、外壁は緑色鉄板張りで随所

に開けた窓がアクセント。ドングリ形の外観が

愛らしく、印象的な山荘建築。 

⑥ 竹
ち く

生島
ぶ し ま

に建つ復古的な意匠の仏堂 

046 宝
ほう

厳寺
ご ん じ

弁才天堂
べんざいてんどう

 滋賀県長浜市 昭和17年 

弁才天
べ ん ざ い て ん

を祀る 竹
ち く

生島
ぶ し ま

の真言宗寺院の本堂。

設計は 乾
いぬい

兼松
か ね ま つ

。入母屋造
い り も や づ く

り 檜皮葺
ひ わ だ ぶ

きで、前

方に土間の 礼堂
ら い ど う

、後方を内陣・脇陣を配し、

内陣は小壁に 飛天
ひ て ん

の壁画を飾り華やか。琵琶

湖の名刹に相応しい復古的な意匠の仏堂。 
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⑦ 古都の風格を備えた現役の市庁舎

048 京都市役所本庁舎 京都府京都市 昭和2年／昭和6年増築、令和3年改修 

御池
お い け

通
どお

りに南面して建つ市庁舎。設計は京

都市営繕課、顧問は武田
た け だ

五一
ご い ち

。鉄筋コンクリ

ート造地上4階地下1階建。垂直性を強調した

外観で玄関ホールのイスラム風アーチなど東

洋風意匠を取り入れる。古都に相応しい風格

備えた現役の市庁舎。 

⑧ 日本唯一の三連の春日造
か す が つ く

りの復興本殿 

071～076 西宮
にしのみや

神社
じんじゃ

本殿ほか5件 兵庫県西宮市 昭和36年 

西宮のえべっさんとして親しまれる神社の

本殿で、3棟の春日造りを連結した大規模社

殿。寛文3年（1663）建立
こんりゅう

の旧国宝であった本

殿が戦災焼失し、戦後に同規模同形式で復興。

我が国唯一の三連
さんれん

春日造りの本殿。 

⑨ 中庭状の広場と調和した大学校舎

122～126 旧九州
きゅうしゅう

芸術
げいじゅつ

工科
こ う か

大学
だいがく

環境
かんきょう

画像棟
が ぞ う と う

ほか4件 福岡県福岡市 

昭和45年／平成26年・令和元年改修 

西鉄
に し て つ

大橋駅
お お は し え き

東方にある現九州大学芸術工学

部の校舎。設計は 香山
こ う や ま

壽夫
ひ さ お

＋環境設計学科。

鉄筋コンクリート造 6 階建、躯体打放仕上。

下層を吹抜ラウンジ、上層をバルコニーとし

た階段状の立面構成で広場に面する。香山に

よるキャンパス計画の規範となる校舎。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 電話：075-451-4111（代表） 

  課  長 田中 禎彦

課長補佐 上田 和輝 

登録部門 清永 洋平、市橋 弥生、髙山 珠由（内線 9755） 

  審議会係 今村 結記、梶村 伊織（内線 9756）

提供：古川賢一
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

1
さ

っ
ぽ

ろ
テ

レ
ビ

塔
北

海
道

札
幌

市
S
3
2
／

S
3
8
改

修
大

通
（
お

お
ど

お
り

）
公

園
の

東
端

に
位

置
す

る
自

立
式

鉄
塔

。
総

高
1
4
4
メ

ー
ト
ル

、
末

広
が

り
の

立
面

形
状

で
、

上
下

に
展

望
台

を
設

け
る

。
札

幌
を

代
表

す
る

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

。
工

作
物

産
業

3
次

１

2
本

行
寺

本
堂

T
1
4
／

H
4
改

修
建

築
物

宗
教

２

3
本

行
寺

旧
納

骨
堂

S
6

建
築

物
宗

教
１

4
齋

藤
家

住
宅

主
屋

T
5
／

S
5
0
改

修
建

築
物

住
宅

２

5
齋

藤
家

住
宅

祠
（
ほ

こ
ら

）
T

前
期

建
築

物
住

宅
１

6
齋

藤
家

住
宅

門
及

び
塀

T
前

期
／

S
4
0
改

修
工

作
物

住
宅

１

7
古

川
家

住
宅

穀
蔵

T
6
／

S
3
0
・
同

6
2
改

修
建

築
物

住
宅

２

8
古

川
家

住
宅

座
敷

蔵
T

7
／

S
6
2
改

修
建

築
物

住
宅

１

9
旧

紫
山

塾
（
し

ざ
ん

じ
ゅ

く
）
主

屋
茨

城
県

土
浦

市
S
3
／

S
5
1

八
坂

神
社

の
東

隣
に

位
置

す
る

水
戸

学
の

旧
私

塾
兼

住
宅

主
屋

。
二

階
は

床
と

違
棚

を
備

え
た

続
き

間
座

敷
で

、
床

柱
は

出
節

（
で

ぶ
し

）
丸

太
と

す
る

な
ど

趣
向

を
凝

ら
し

た
近

代
和

風
の

住
宅

。
建

築
物

住
宅

１

1
0

江
原

本
家

清
芳

（
せ

い
ほ

う
）
山

荘
（
旧

木
村

清
四

郎
邸

）
T

2
／

S
1
1
・
同

6
0
移

築
建

築
物

住
宅

２

1
1

江
原

本
家

奥
庫

（
お

く
ぐ

ら
）
（
旧

朝
日

町
奥

庫
）

M
1
0
／

H
1
3
移

築
・

R
6
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
2

江
原

本
家

質
庫

（
し

ち
ぐ

ら
）
（
旧

朝
日

町
質

庫
）

M
前

期
／

H
1
3
移

築
・
R
6
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
3

江
原

本
家

大
庫

（
お

お
ぐ

ら
）
（
旧

朝
日

町
醤

油
醸

造
蔵

）
M

前
期

／
H

1
3
移

築
建

築
物

産
業

2
次

２

1
4

下
村

家
住

宅
主

屋
E
末

期
／

S
2
0
代

改
修

建
築

物
住

宅
１

1
5

下
村

家
住

宅
稲

荷
社

M
後

期
／

S
2
0
頃

移
築

建
築

物
住

宅
１

1
6

廣
池

千
九

郎
（
ひ

ろ
い

け
ち

く
ろ

う
）
谷

川
記

念
館

麗
澤

館
（
旧

主
屋

及
び

旧
浴

場
）

S
1
1
／

S
4
0
代

改
修

建
築

物
文

化
福

祉
１

1
7

廣
池

千
九

郎
谷

川
記

念
館

神
壇

（
し

ん
だ

ん
）

S
1
1
／

S
4
0
代

改
修

建
築

物
文

化
福

祉
１

1
8

廣
池

千
九

郎
大

穴
記

念
館

偲
ぶ

の
湯

（
旧

洞
窟

温
泉

）
S
1
2
／

H
1
5
改

修
工

作
物

文
化

福
祉

３

1
9

廣
池

千
九

郎
大

穴
記

念
館

脱
衣

場
S
1
2
／

H
1
5
改

修
建

築
物

文
化

福
祉

１

2
0

越
谷

久
伊

豆
（
ひ

さ
い

ず
）
神

社
本

殿
寛

政
元

(1
7
8
9
)

建
築

物
宗

教
２

2
1

越
谷

久
伊

豆
神

社
神

楽
殿

M
前

期
／

S
中

期
改

修
、

同
4
9
移

築
建

築
物

宗
教

１

2
2

越
谷

久
伊

豆
神

社
手

水
舎

（
て

み
ず

し
ゃ

）
E
末

期
建

築
物

宗
教

２

2
3

宮
本

家
住

宅
主

屋
千

葉
県

千
葉

市
T

1
2

房
総

往
還

沿
い

に
西

面
し

て
建

つ
旧

飼
葉

（
か

い
ば

）
商

の
主

屋
で

、
軒

は
出

桁
造

り
で

隅
を

緩
や

か
に

反
上

げ
、

棟
に

家
紋

と
家

名
付

の
鬼

瓦
を

飾
り

、
街

道
沿

い
の

繁
栄

を
伝

え
る

町
家

。
建

築
物

住
宅

１

2
4

旧
明

石
家

住
宅

石
蔵

千
葉

県
銚

子
市

M
1
0
／

S
前

期
・
同

4
5
頃

改
修

銚
子

漁
港

の
西

方
に

位
置

す
る

商
家

の
旧

家
財

蔵
。

石
造

二
階

建
て

で
軒

に
蛇

腹
を

廻
ら

し
、

二
階

北
面

に
上

下
窓

を
三

箇
所

開
け

る
な

ど
洋

風
意

匠
を

取
り

入
れ

た
明

治
期

の
貴

重
な

石
蔵

。
建

築
物

住
宅

２

2
5

旧
飯

田
家

住
宅

店
舗

兼
主

屋
東

京
都

中
央

区
T

9
頃

／
T

後
期

改
修

、
S
前

期
増

築
佃

島
の

中
通

り
に

建
つ

旧
魚

問
屋

兼
仲

買
商

の
店

舗
兼

主
屋

。
人

研
（
じ

ん
と

）
ぎ

仕
上

の
土

間
床

に
井

戸
と

生
簀

（
い

け
す

）
を

残
し

、
震

災
と

戦
災

を
免

れ
漁

師
町

の
風

情
を

伝
え

る
貴

重
な

町
家

。
建

築
物

住
宅

１

2
6

旧
宮

脇
ビ

ル
（
川

崎
ブ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
ビ

ル
ヂ

ン
グ

）
東

京
都

中
央

区
S
7
／

S
1
7
増

築
、

R
5
改

修
銀

座
昭

和
通

り
の

角
地

に
建

つ
商

業
ビ

ル
。

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

で
、

S
1
7
年

に
東

を
増

築
し

一
体

化
。

縦
長

窓
と

タ
イ

ル
貼

で
全

体
を

整
え

る
。

銀
座

で
隆

盛
し

た
不

燃
化

商
業

ビ
ル

の
現

存
例

と
し

て
貴

重
。

建
築

物
産

業
3
次

１

2
7

銀
座

大
野

屋
店

舗
兼

主
屋

東
京

都
中

央
区

S
2
6
／

S
後

期
・

H
1
3
改

修
銀

座
の

昭
和

通
り

と
晴

海
通

り
の

交
差

点
に

位
置

す
る

足
袋

店
。

正
面

に
シ

ョ
ー

ウ
イ

ン
ド

ー
、

内
部

に
帳

場
を

残
し

、
戦

災
直

後
の

銀
座

の
景

観
を

伝
え

る
貴

重
な

木
造

商
業

建
築

。
建

築
物

産
業

3
次

１

2
8

日
本

聖
公

会
東

京
教

区
東

京
聖

十
字

教
会

聖
堂

東
京

都
世

田
谷

区
S
3
6
／

H
1
4
改

修
松

陰
神

社
前

駅
に

近
い

教
会

の
聖

堂
。

設
計

は
レ

ー
モ

ン
ド

建
築

設
計

事
務

所
。

ヴ
ォ

ー
ル

ト
形

と
し

た
無

柱
空

間
に

柔
ら

か
い

光
が

注
ぎ

、
祈

り
の

場
に

相
応

し
い

静
謐

（
せ

い
ひ

つ
）
な

空
間

を
創

出
。

建
築

物
宗

教
２

北
海

道
釧

路
市

市
街

地
南

西
の

高
台

に
あ

る
浄

土
真

宗
寺

院
の

本
堂

と
旧

納
骨

堂
。

本
堂

は
外

観
和

風
を

基
調

と
し

つ
つ

、
外

壁
は

目
地

を
切

っ
て

石
造

風
と

し
、

外
部

木
鼻

彫
刻

な
ど

、
精

緻
な

左
官

技
術

を
示

す
。

本
堂

の
北

に
接

続
す

る
旧

納
骨

堂
は

外
壁

モ
ル

タ
ル

塗
と

し
、

重
厚

な
外

観
が

本
堂

と
と

も
に

境
内

景
観

を
つ

く
る

。

宮
城

県
角

田
市

市
中

心
部

に
位

置
す

る
廻

船
問

屋
や

呉
服

屋
を

営
ん

だ
商

家
の

屋
敷

で
、

主
屋

、
屋

敷
神

の
祠

、
庭

園
を

区
画

す
る

門
及

び
塀

か
ら

な
る

。
主

屋
は

庭
園

に
面

し
て

座
敷

を
配

し
、

二
階

座
敷

は
軸

部
な

ど
透

漆
（
す

き
う

る
し

）
塗

り
と

し
、

竿
縁

天
井

は
中

央
と

周
囲

で
意

匠
を

変
え

た
凝

っ
た

つ
く

り
。

同
時

期
建

立
の

祠
は

小
規

模
な

が
ら

全
体

に
精

巧
な

つ
く

り
と

し
、

庭
園

北
東

の
景

観
を

形
成

。
門

は
一

間
の

腕
木

門
で

、
冠

木
に

木
目

を
吟

味
し

た
ケ

ヤ
キ

を
用

い
た

瀟
洒

な
つ

く
り

。
塀

と
と

も
に

旧
家

の
屋

敷
構

え
を

整
え

る
。

福
島

県
会

津
若

松
市

銀
山

街
道

沿
い

に
所

在
す

る
旧

米
穀

商
の

穀
蔵

と
座

敷
蔵

。
穀

蔵
は

戸
口

や
窓

に
掛

子
塗

（
か

け
ご

ぬ
）
り

扉
を

吊
る

重
厚

な
外

観
。

座
敷

蔵
は

、
二

階
座

敷
に

黒
柿

の
床

柱
な

ど
良

材
を

用
い

、
繊

細
な

組
子

の
ガ

ラ
ス

障
子

を
建

て
た

付
書

院
な

ど
良

質
な

つ
く

り
。

現
在

は
展

示
や

催
事

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
活

用
。

赤
城

山
の

南
麓

に
東

京
か

ら
移

築
し

た
実

業
家

の
住

宅
主

屋
と

同
敷

地
内

に
前

橋
市

朝
日

町
か

ら
移

築
し

た
奥

庫
、

質
庫

、
大

庫
か

ら
な

る
。

主
屋

は
木

造
平

屋
建

で
、

西
の

玄
関

か
ら

東
の

続
き

間
座

敷
へ

至
り

、
南

西
に

洋
室

を
配

す
。

洋
室

は
天

井
や

窓
建

具
は

井
桁

と
菱

を
組

合
せ

た
意

匠
で

飾
る

な
ど

上
質

な
近

代
和

風
の

住
宅

。
奥

庫
は

旧
家

財
蔵

で
窓

に
鉄

格
子

を
嵌

め
た

厳
重

な
つ

く
り

。
質

庫
は

各
階

１
室

で
二

階
上

部
に

二
重

梁
の

和
小

屋
を

現
す

。
戸

口
の

掛
子

塗
扉

な
ど

丁
寧

な
つ

く
り

。
大

庫
は

旧
醤

油
醸

造
蔵

。
内

部
は

一
室

の
土

間
で

、
三

重
梁

を
架

け
た

豪
壮

な
小

屋
組

を
現

す
。

主
屋

、
奥

庫
、

質
庫

は
、

現
在

、
宿

泊
施

設
と

し
て

活
用

。

前
橋

市
街

地
の

南
部

、
利

根
川

左
岸

に
位

置
す

る
旧

家
の

旧
別

邸
主

屋
と

稲
荷

社
。

主
屋

は
南

庭
に

面
し

て
三

室
を

並
べ

、
西

端
北

面
に

奥
行

浅
く

床
を

構
え

る
。

南
縁

境
は

一
間

毎
に

柱
を

立
て

る
な

ど
古

式
で

、
軒

が
低

い
外

観
。

稲
荷

社
は

平
面

規
模

に
比

し
て

、
螻

羽
（
け

ら
ば

）
が

深
い

大
振

り
の

屋
根

で
小

規
模

な
が

ら
敷

地
景

観
を

つ
く

る
。

群
馬

県
前

橋
市

谷
川

温
泉

と
大

穴
（
お

お
あ

な
）
温

泉
に

位
置

し
、

教
育

者
廣

池
千

九
郎

が
晩

年
療

養
し

た
施

設
。

谷
川

温
泉

に
位

置
す

る
旧

主
屋

及
び

旧
浴

場
は

屋
根

杉
皮

葺
き

の
上

に
杉

皮
葺

き
の

屋
根

を
重

ね
る

な
ど

特
異

な
外

観
。

主
屋

の
北

に
南

面
し

て
建

つ
神

壇
も

地
元

の
杉

材
を

多
用

し
た

独
特

な
外

観
。

大
穴

温
泉

に
位

置
す

る
偲

ぶ
の

湯
は

素
掘

り
の

ヴ
ォ

ー
ル

ト
状

ト
ン

ネ
ル

奥
に

浴
槽

を
配

し
た

岩
窟

内
の

独
特

な
入

浴
施

設
。

岩
窟

入
口

の
南

に
あ

る
脱

衣
場

も
屋

根
や

壁
に

地
元

の
杉

材
を

多
用

し
た

独
特

な
外

観
。

廣
池

が
臨

終
し

た
記

念
碑

的
な

施
設

。

埼
玉

県
越

谷
市

越
谷

の
市

街
地

中
心

部
に

鎮
座

す
る

神
社

の
本

殿
、

神
楽

殿
及

び
手

水
舎

。
本

殿
は

南
面

し
て

建
つ

三
間

社
流

（
さ

ん
け

ん
し

ゃ
な

が
れ

）
造

り
で

、
庇

柱
、

虹
梁

型
頭

貫
、

木
鼻

、
中

備
な

ど
に

精
緻

な
素

木
の

彫
刻

を
付

し
、

装
飾

華
や

か
。

 参
道

の
東

に
建

つ
神

楽
殿

は
、

方
一

間
の

舞
台

で
背

面
に

楽
屋

を
付

し
、

正
面

寄
り

の
軒

は
、

吹
寄

の
扇

垂
木

と
し

た
丁

寧
な

つ
く

り
。

神
楽

殿
の

南
に

建
つ

手
水

舎
は

、
随

所
を

彫
刻

で
飾

り
、

屋
根

の
軒

唐
破

風
と

相
ま

っ
て

華
麗

な
外

観
。

群
馬

県
利

根
郡

み
な

か
み

町

群
馬

県
前

橋
市

5



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

2
9

ソ
ル

フ
ェ

ー
ジ

ス
ク

ー
ル

東
京

都
豊

島
区

S
4
2

建
築

家
吉

村
順

三
が

バ
イ

オ
リ
ニ

ス
ト
の

妻
の

た
め

に
設

計
し

た
現

役
の

音
楽

教
室

。
三

階
ホ

ー
ル

は
斜

線
規

制
を

逆
手

に
取

っ
た

勾
配

屋
根

で
天

井
高

を
確

保
し

水
平

窓
で

巧
み

に
分

節
。

吉
村

に
よ

る
一

連
の

音
楽

施
設

の
初

期
作

品
。

建
築

物
文

化
福

祉
２

3
0

旧
䭜

陶
房

（
つ

じ
と

う
ぼ

う
）
主

屋
兼

作
業

場
S
3
0
／

S
4
5
増

築
建

築
物

住
宅

１

3
1

旧
䭜

陶
房

登
り

窯
S
3
0
頃

／
S
4
3
・
同

4
8
増

築
工

作
物

住
宅

１

3
2

舘
家

（
た

ち
け

）
住

宅
主

屋
E
末

期
／

S
1
0
・

H
2
1
改

修
建

築
物

住
宅

２

3
3

舘
家

住
宅

内
蔵

M
前

期
／

S
4
0
代

改
修

建
築

物
住

宅
１

3
4

舘
家

住
宅

外
蔵

（
そ

と
ぐ

ら
）

M
前

期
建

築
物

住
宅

１

3
5

舘
家

住
宅

長
屋

門
E
末

期
建

築
物

住
宅

１

3
6

湯
浅

家
住

宅
主

屋
M

2
5
／

S
5
7
・
H

6
改

修
建

築
物

住
宅

１

3
7

湯
浅

家
住

宅
新

座
敷

S
8
／

S
1
0
代

増
築

建
築

物
住

宅
２

3
8

湯
浅

家
住

宅
宝

蔵
（
ほ

う
ぞ

う
）

M
1
4
／

S
8
移

築
建

築
物

住
宅

１

3
9

湯
浅

家
住

宅
米

蔵
安

政
2
（
1
8
5
5
）
／

S
8
移

築
建

築
物

住
宅

１

4
0

萩
原

家
（
は

ぎ
わ

ら
け

）
住

宅
（
旧

大
木

家
住

宅
）
翁

姿
庵

（
お

う
し

あ
ん

）
茶

室
E
末

期
／

S
2
3
・
H

3
移

築
建

築
物

住
宅

２

4
1

萩
原

家
住

宅
（
旧

大
木

家
住

宅
）
翁

姿
庵

雪
隠

M
後

期
／

S
2
3
・
H

3
移

築
建

築
物

住
宅

２

4
2

小
澤

家
（
こ

ざ
わ

け
）
住

宅
主

屋
山

梨
県

富
士

吉
田

市
M

前
期

／
S
中

期
増

築
上

吉
田

の
南

西
部

に
位

置
す

る
御

師
住

宅
の

主
屋

。
北

に
土

間
と

台
所

、
南

に
三

列
部

屋
を

並
べ

、
西

中
央

に
玄

関
を

構
え

る
。

間
取

り
な

ど
御

師
住

宅
の

様
相

を
よ

く
留

め
る

主
屋

。
建

築
物

住
宅

１

4
3

旧
宮

下
家

住
宅

（
柏

屋
）
米

蔵
山

梨
県

富
士

吉
田

市
M

前
期

上
吉

田
の

中
央

西
側

に
位

置
し

、
か

つ
て

雑
貨

商
を

営
ん

だ
商

家
の

米
蔵

。
二

階
建

て
切

妻
造

り
平

入
り

で
、

内
壁

は
板

を
積

ん
だ

い
わ

ゆ
る

井
籠

蔵
。

戸
口

の
掛

子
塗

扉
な

ど
丁

寧
な

つ
く

り
。

現
在

は
公

開
活

用
を

検
討

中
。

建
築

物
住

宅
１

4
4

栄
（
さ

か
え

）
橋

長
野

県
南

佐
久

郡
佐

久
穂

町
S
1
3

千
曲

川
上

流
に

架
か

る
道

路
橋

。
支

間
四

五
メ

ー
ト
ル

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

ロ
ー

ゼ
橋

で
、

端
部

に
大

型
の

親
柱

を
配

す
る

。
ロ

ー
ゼ

橋
技

術
を

確
立

し
た

中
島

武
が

手
が

け
た

ロ
ー

ゼ
橋

の
中

で
最

大
支

間
を

誇
る

。
土

木
交

通
２

4
5

野
沢

温
泉

ロ
ッ

ヂ
長

野
県

下
高

井
郡

野
沢

温
泉

村
S
4
4
／

H
2
6
改

修
長

坂
ゲ

レ
ン

デ
脇

に
建

つ
木

造
三

階
建

ス
キ

ー
ロ

ッ
ヂ

。
設

計
は

吉
阪

隆
正

＋
Ｕ

設
計

室
。

平
面

正
六

角
形

を
基

本
に

外
観

ド
ン

グ
リ
形

と
し

、
外

壁
緑

色
鉄

板
張

で
随

所
に

窓
を

開
け

る
。

独
創

的
な

構
成

の
山

荘
建

築
。

建
築

物
産

業
3
次

２

4
6

宝
厳

寺
（
ほ

う
ご

ん
じ

）
弁

才
天

堂
滋

賀
県

長
浜

市
S
1
7

竹
生

島
に

あ
る

真
言

宗
寺

院
本

堂
。

設
計

は
乾

兼
松

。
内

陣
は

柱
を

立
ち

登
ら

せ
組

物
は

差
肘

木
で

小
壁

に
飛

天
を

描
く

。
近

代
に

お
け

る
復

古
的

意
匠

の
仏

堂
の

好
例

。
建

築
物

宗
教

２

4
7

旧
山

根
家

住
宅

店
舗

兼
主

屋
滋

賀
県

米
原

市
M

中
期

／
H

2
0
改

修
柏

原
宿

の
西

寄
り

に
位

置
す

る
旧

家
の

店
舗

兼
主

屋
。

中
山

道
に

北
面

し
て

建
つ

、
つ

し
２

階
建

て
の

主
屋

の
東

に
店

舗
棟

を
接

続
し

、
両

棟
の

間
を

式
台

玄
関

と
す

る
。

長
大

な
間

口
の

表
構

え
が

宿
場

の
歴

史
的

な
景

観
を

形
成

す
る

。
現

在
は

福
祉

交
流

セ
ン

タ
ー

と
し

て
活

用
。

建
築

物
住

宅
１

4
8

京
都

市
役

所
本

庁
舎

京
都

府
京

都
市

S
2
／

S
6
増

築
、

R
3

改
修

御
池

通
り

に
南

面
す

る
市

庁
舎

。
設

計
は

京
都

市
営

繕
課

、
顧

問
は

武
田

五
一

。
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

地
上

4
階

地
下

１
階

建
で

中
央

に
塔

屋
を

建
て

る
。

全
体

に
垂

直
性

を
強

調
し

た
外

観
で

古
都

の
風

格
備

え
た

現
役

の
市

庁
舎

。
建

築
物

官
公

庁
舎

２

4
9

乃
木

神
社

本
殿

T
5
／

S
中

期
改

修
建

築
物

宗
教

２

5
0

乃
木

神
社

拝
殿

T
5
／

S
中

期
改

修
建

築
物

宗
教

２

5
1

乃
木

神
社

記
念

館
T

5
頃

／
S
中

期
改

修
建

築
物

宗
教

１

5
2

乃
木

神
社

宝
物

館
T

5
頃

建
築

物
宗

教
１

5
3

乃
木

神
社

神
門

及
び

袖
塀

T
5
／

S
中

期
改

修
工

作
物

宗
教

２

5
4

井
口

家
住

宅
主

屋
T

1
5
／

H
1
6
改

修
建

築
物

住
宅

１

5
5

井
口

家
住

宅
表

門
及

び
塀

T
1
5
頃

／
S
中

期
・

同
後

期
改

修
工

作
物

住
宅

１

高
浜

市
街

地
東

部
に

あ
る

旧
家

の
屋

敷
で

通
り

に
面

す
る

主
屋

と
そ

の
北

西
に

続
く

新
座

敷
、

宝
蔵

、
米

蔵
か

ら
な

る
。

主
屋

は
通

り
に

東
面

す
る

つ
し

２
階

建
て

で
下

屋
は

軒
を

漆
喰

で
塗

込
め

、
軒

先
に

土
戸

を
吊

る
金

具
を

残
す

な
ど

防
火

に
厳

重
な

町
家

。
新

座
敷

は
応

接
間

を
全

体
に

洋
風

意
匠

と
し

つ
つ

北
面

に
床

を
構

え
、

細
部

に
至

る
ま

で
凝

っ
た

つ
く

り
。

宝
蔵

（
ほ

う
ぞ

う
）
は

新
座

敷
の

西
に

位
置

す
る

家
財

蔵
。

南
に

下
屋

を
付

し
て

蔵
前

と
し

、
東

寄
り

の
屋

根
を

切
上

げ
玄

関
と

す
る

。
新

座
敷

と
一

連
で

敷
地

北
西

の
景

観
を

つ
く

る
。

宝
蔵

の
西

に
続

く
米

蔵
は

閉
鎖

的
な

外
観

で
、

敷
地

内
最

古
の

貴
重

な
土

蔵
。

山
梨

県
甲

府
市

甲
府

市
内

北
西

部
の

住
宅

内
に

位
置

す
る

茶
室

と
雪

隠
。

茶
室

は
寄

棟
造

り
茅

葺
き

（
鉄

板
仮

葺
き

）
。

二
畳

台
目

向
板

の
茶

室
は

煤
竹

（
す

す
だ

け
）
の

廻
縁

で
キ

リ
板

の
天

井
な

ど
材

料
吟

味
し

、
丁

寧
な

つ
く

り
。

雪
隠

は
内

部
東

を
大

理
石

張
の

土
間

床
と

し
小

便
器

を
据

え
る

。
小

規
模

な
が

ら
も

上
質

な
つ

く
り

。

桃
山

御
陵

の
南

に
位

置
し

、
乃

木
希

典
（
ま

れ
す

け
）
と

妻
を

祀
る

神
社

で
、

本
殿

、
拝

殿
、

記
念

館
、

宝
物

館
及

び
神

門
及

び
袖

塀
か

ら
な

る
。

本
殿

、
拝

殿
、

神
門

及
び

袖
塀

の
設

計
は

設
樂

貞
雄

。
本

殿
は

入
母

屋
造

り
妻

入
り

で
一

間
向

拝
（
こ

う
は

い
）
付

き
。

基
壇

上
に

建
つ

堂
々

た
る

姿
。

拝
殿

は
入

母
屋

造
り

平
入

り
。

正
背

面
中

央
間

の
板

扉
以

外
は

蔀
戸

で
四

周
に

刎
（
は

ね
）
高

欄
付

縁
を

廻
ら

す
開

放
的

な
つ

く
り

。
記

念
館

は
乃

木
希

典
が

満
州

で
司

令
部

に
用

い
た

家
屋

を
再

現
し

た
と

伝
わ

る
。

石
造

切
妻

造
り

平
入

り
茅

葺
き

で
、

境
内

に
独

特
な

存
在

感
を

示
す

。
宝

物
館

は
乃

木
夫

妻
の

遺
品

展
示

施
設

。
二

階
は

乃
木

夫
妻

の
祠

を
配

し
、

二
重

虹
梁

上
に

撥
束

を
立

て
る

な
ど

特
徴

的
な

小
屋

組
。

神
門

は
四

脚
門

で
入

母
屋

造
平

入
銅

板
葺

。
軒

反
り

強
く

雄
大

な
門

で
、

塀
と

と
も

に
境

内
の

表
構

え
を

つ
く

る
。

京
都

府
京

都
市

岡
崎

の
遊

園
地

跡
の

開
発

地
に

建
つ

住
宅

で
主

屋
と

敷
地

を
囲

う
門

及
び

塀
か

ら
な

る
。

主
屋

は
２

階
建

て
寄

棟
造

り
北

・
東

・
南

面
に

ド
ー

マ
ー

窓
を

付
す

。
大

正
末

期
の

開
発

地
で

目
を

惹
く

洋
風

住
宅

。
表

門
は

庇
を

水
平

に
載

せ
た

洗
練

さ
れ

た
つ

く
り

。
塀

と
と

も
に

大
正

末
期

の
開

発
住

宅
地

の
景

観
を

伝
え

る
。

京
都

府
京

都
市

多
摩

川
南

岸
の

丘
陵

地
に

位
置

す
る

陶
芸

家
䭜

清
明

（
つ

じ
せ

い
め

い
）
の

主
屋

兼
作

業
場

と
登

り
窯

。
主

屋
は

太
い

出
格

子
構

え
と

し
た

民
芸

調
の

外
観

で
大

黒
柱

に
古

材
を

用
い

る
な

ど
䭜

の
趣

向
を

反
映

し
た

つ
く

り
。

登
り

窯
は

直
線

上
に

六
つ

の
燃

焼
室

を
並

べ
、

窯
元

の
構

え
を

つ
く

る
。

主
屋

兼
作

業
場

は
現

在
は

陶
芸

作
品

の
展

示
な

ど
活

用
を

検
討

中
。

東
京

都
多

摩
市

福
井

県
鯖

江
市

鯖
江

市
西

方
の

集
落

の
高

台
に

位
置

す
る

旧
家

の
屋

敷
で

、
主

屋
周

囲
に

建
つ

内
蔵

、
外

蔵
、

長
屋

門
か

ら
な

る
。

主
屋

は
軸

部
に

太
い

ケ
ヤ

キ
を

用
い

、
越

前
の

伝
統

的
な

平
面

を
踏

襲
し

た
民

家
。

内
蔵

は
家

財
蔵

で
、

敷
地

の
一

角
を

占
め

、
旧

家
の

屋
敷

構
え

を
形

成
す

る
。

外
蔵

は
道

具
蔵

で
小

規
模

な
が

ら
屋

敷
景

観
を

構
成

す
る

。
通

り
に

南
面

す
る

長
屋

門
は

正
面

中
央

に
石

段
を

設
け

て
、

潜
戸

付
の

門
口

を
構

え
、

旧
家

の
風

格
を

伝
え

る
。

福
井

県
大

飯
郡

高
浜

町

6



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

5
6

向
日

庵
（
こ

う
じ

つ
あ

ん
）
（
旧

寿
岳

（
じ

ゅ
が

く
）

家
住

宅
）
主

屋
S
8
／

S
6
2
改

修
建

築
物

住
宅

２

5
7

向
日

庵
（
旧

寿
岳

家
住

宅
）
門

及
び

土
留

S
8
頃

工
作

物
住

宅
１

5
8

柳
町

会
議

所
（
旧

馬
場

家
住

宅
主

屋
）

京
都

府
亀

岡
市

T
後

期
柳

町
通

り
の

角
地

に
建

つ
茶

の
宗

匠
の

旧
主

屋
。

つ
し

二
階

建
て

で
二

階
に

二
箇

所
の

虫
籠

（
む

し
こ

）
窓

を
開

け
る

。
建

ち
の

低
い

古
め

か
し

い
外

観
で

地
域

の
歴

史
的

景
観

を
つ

く
る

町
家

。
現

在
は

柳
町

自
治

会
が

取
得

し
、

会
議

所
と

し
て

活
用

。
建

築
物

住
宅

１

5
9

戎
井

（
え

び
す

い
）
家

住
宅

主
屋

M
後

期
／

S
7
頃

・
同

4
2
改

修
建

築
物

住
宅

１

6
0

戎
井

家
住

宅
土

蔵
S
7
／

R
３

改
修

建
築

物
住

宅
１

6
1

貝
塚

寺
内

町
ま

ち
や

館
（
旧

田
中

家
住

宅
主

屋
）

大
阪

府
貝

塚
市

M
3
5
／

R
4
改

修
願

泉
寺

門
前

を
横

切
る

通
り

に
東

面
す

る
商

家
の

主
屋

。
一

階
は

出
格

子
と

平
格

子
、

二
階

は
虫

籠
窓

と
出

格
子

窓
を

開
く

。
建

ち
の

低
い

外
観

で
通

り
の

景
観

を
形

成
す

る
町

家
。

現
在

は
内

部
を

公
開

活
用

。
建

築
物

住
宅

１

6
2

石
切

劔
箭

（
い

し
き

り
つ

る
ぎ

や
）
神

社
本

殿
S
6

建
築

物
宗

教
２

6
3

石
切

劔
箭

神
社

拝
殿

及
び

幣
殿

S
6

建
築

物
宗

教
２

6
4

石
切

劔
箭

神
社

透
塀

（
す

き
べ

い
）

S
6
頃

工
作

物
宗

教
１

6
5

石
切

劔
箭

神
社

絵
馬

殿
S
3
5

建
築

物
宗

教
２

6
6

萩
野

（
は

ぎ
の

）
家

住
宅

洋
館

M
4
0
頃

／
H

7
改

修
建

築
物

住
宅

２

6
7

萩
野

家
住

宅
座

敷
棟

T
4

建
築

物
住

宅
２

6
8

萩
野

家
住

宅
土

蔵
T

前
期

／
H

7
頃

改
修

建
築

物
住

宅
３

6
9

旧
野

中
外

科
診

療
棟

S
2
8
頃

／
S
3
2
改

修
、

同
中

期
増

築
建

築
物

文
化

福
祉

１

7
0

旧
野

中
外

科
病

棟
S
2
9
／

S
3
2
増

改
築

、
同

中
期

増
築

建
築

物
文

化
福

祉
１

7
1

西
宮

神
社

本
殿

S
3
6

建
築

物
宗

教
２

7
2

西
宮

神
社

東
翼

殿
（
よ

く
で

ん
）

S
3
6

建
築

物
宗

教
１

7
3

西
宮

神
社

西
翼

殿
S
3
6

建
築

物
宗

教
１

7
4

西
宮

神
社

拝
殿

S
3
6

建
築

物
宗

教
２

7
5

西
宮

神
社

手
水

舎
（
て

み
ず

し
ゃ

）
S
9

工
作

物
宗

教
２

7
6

西
宮

神
社

銅
鐘

舎
（
ど

う
し

ょ
う

し
ゃ

）
（
旧

燈
籠

覆
屋

）
M

3
7

建
築

物
宗

教
１

7
7

井
田

家
住

宅
主

屋
E
末

期
／

S
4
・
H

7
・

R
5
改

修
三

条
八

幡
神

社
の

北
西

、
用

水
路

沿
い

の
敷

地
に

建
つ

農
家

の
主

屋
と

土
蔵

。
主

屋
は

通
り

に
北

面
す

る
つ

し
二

階
建

て
で

下
屋

を
付

す
。

建
ち

低
い

主
屋

が
農

村
集

落
の

歴
史

を
伝

え
る

。
土

蔵
は

主
屋

北
西

に
位

置
す

る
家

財
蔵

で
小

規
模

な
が

ら
用

水
路

沿
い

の
点

景
と

な
る

。
建

築
物

住
宅

１

7
8

井
田

家
住

宅
蔵

S
4

建
築

物
住

宅
１

7
9

旧
布

江
田

家
住

宅
（
は

る
家

な
ら

ま
ち

）
主

屋
S
1
5
／

H
2
9
改

修
建

築
物

住
宅

１

8
0

旧
布

江
田

家
住

宅
（
は

る
家

な
ら

ま
ち

）
蔵

S
1
5
頃

／
H

2
9
改

修
建

築
物

住
宅

１

8
1

旧
布

江
田

家
住

宅
（
は

る
家

な
ら

ま
ち

）
表

門
及

び
塀

S
1
5
頃

工
作

物
住

宅
１

8
3

さ
く

ら
茶

屋
（
山

本
家

住
宅

長
屋

）
奈

良
県

御
所

市
M

後
期

／
S
前

期
・

R
4
・
同

6
改

修
西

御
所

の
南

西
隅

の
環

濠
跡

に
位

置
し

３
戸

か
ら

な
る

長
屋

。
間

口
は

各
戸

で
異

な
り

、
間

取
り

は
１

列
３

室
の

中
棟

以
外

は
１

列
２

室
と

す
る

。
建

ち
低

く
、

桁
行

1
1
間

の
長

大
な

長
屋

が
地

域
の

歴
史

的
な

景
観

を
つ

く
る

。
現

在
は

宿
泊

施
設

と
し

て
活

用
。

建
築

物
住

宅
１

奈
良

町
の

南
西

部
に

位
置

す
る

旧
実

業
家

の
屋

敷
で

、
主

屋
、

蔵
、

敷
地

を
囲

う
表

門
及

び
塀

か
ら

な
る

。
主

屋
は

敷
地

中
央

に
西

面
し

て
建

つ
、

つ
し

二
階

建
て

で
、

土
間

南
西

隅
に

洋
室

も
備

え
た

大
規

模
な

住
宅

。
蔵

は
通

り
に

面
し

て
建

ち
表

構
え

を
つ

く
る

重
厚

な
土

蔵
。

表
門

は
腕

木
門

で
、

正
面

に
石

段
を

付
し

、
門

口
に

格
子

戸
を

建
て

る
。

塀
は

折
れ

曲
り

総
延

長
１

５
メ

ー
ト
ル

で
、

蔵
と

連
続

し
て

屋
敷

の
表

構
え

を
整

え
る

。
主

屋
と

土
蔵

は
現

在
、

宿
泊

施
設

と
し

て
活

用
。

姫
路

市
中

心
部

に
位

置
し

、
銀

行
店

舗
を

転
用

し
た

旧
診

療
棟

。
木

造
２

階
建

て
で

正
面

西
に

階
段

室
を

張
出

し
て

大
窓

を
開

け
る

。
装

飾
を

省
い

た
箱

型
の

外
観

が
モ

ダ
ニ

ズ
ム

の
影

響
を

示
す

。
病

棟
は

中
廊

下
を

通
し

て
一

階
は

個
室

、
二

階
は

大
部

屋
の

病
室

を
配

す
る

。
倉

庫
を

転
用

し
た

と
伝

え
、

昭
和

戦
後

の
地

域
医

療
を

支
え

た
病

棟
。

い
ず

れ
も

現
在

活
用

を
検

討
中

。

兵
庫

県
姫

路
市

兵
庫

県
西

宮
市

全
国

え
び

す
社

総
本

社
。

本
殿

と
そ

の
周

囲
に

建
つ

東
翼

殿
、

西
翼

殿
、

拝
殿

、
境

内
中

央
部

、
参

道
東

側
の

手
水

舎
、

西
側

の
銅

鐘
舎

か
ら

な
る

。
本

殿
は

春
日

造
り

を
相

の
間

で
三

棟
並

列
に

連
結

し
た

大
規

模
な

社
殿

。
戦

災
焼

失
し

た
旧

国
宝

本
殿

を
戦

後
に

復
興

し
た

我
が

国
唯

一
の

三
連

春
日

造
り

。
東

翼
殿

、
西

翼
殿

は
本

殿
の

東
・
西

に
位

置
し

、
斎

庭
に

南
面

す
る

祭
祀

用
の

社
殿

。
本

殿
の

復
興

に
伴

い
新

た
に

建
立

し
た

左
右

一
対

の
社

殿
で

、
斎

庭
の

一
角

を
担

う
。

拝
殿

は
本

殿
正

面
に

位
置

し
両

脇
か

ら
北

方
に

翼
廊

を
延

ば
し

て
斎

庭
を

囲
う

回
廊

を
形

成
し

、
内

外
で

塗
装

色
を

塗
り

分
け

、
屋

根
の

構
成

優
美

で
華

や
か

な
社

殿
。

手
水

舎
は

切
妻

造
り

銅
板

葺
き

。
円

柱
と

八
角

柱
を

束
ね

て
立

て
、

内
部

に
手

水
鉢

を
据

え
四

方
を

吹
放

つ
。

意
匠

に
凝

っ
た

堂
々

た
る

手
水

舎
。

銅
鐘

舎
は

旧
燈

籠
陳

列
用

の
覆

屋
（
お

お
い

や
）
で

四
面

に
菱

格
子

を
建

て
、

上
部

は
筬

欄
間

と
す

る
。

繊
細

か
つ

丁
寧

な
つ

く
り

。

兵
庫

県
芦

屋
市

奈
良

県
奈

良
市

京
都

府
向

日
市

阪
急

西
向

日
（
に

し
む

こ
う

）
駅

の
南

東
に

あ
る

英
文

学
者

寿
岳

文
章

（
ぶ

ん
し

ょ
う

）
の

住
宅

主
屋

と
敷

地
を

囲
う

門
及

び
土

留
。

主
屋

は
各

室
に

地
窓

と
欄

間
を

対
で

配
す

る
な

ど
換

気
に

配
慮

し
、

学
者

ら
し

く
大

規
模

な
書

庫
を

備
え

る
。

表
門

は
両

脇
に

続
く

植
木

用
土

留
と

と
も

に
昭

和
戦

前
開

発
の

郊
外

住
宅

地
の

景
観

を
つ

く
る

。

環
濠

集
落

平
野

郷
（
ひ

ら
の

ご
う

）
南

東
部

の
角

地
に

建
つ

商
家

の
主

屋
と

土
蔵

。
主

屋
は

、
一

階
に

出
格

子
と

駒
寄

を
建

て
、

二
階

に
虫

籠
窓

を
三

箇
所

開
く

。
近

代
平

野
郷

の
景

観
を

良
く

伝
え

る
町

家
。

土
蔵

は
主

屋
背

面
に

建
つ

家
財

蔵
で

主
屋

と
と

も
に

通
り

の
歴

史
的

景
観

を
形

成
す

る
。

生
駒

山
西

麓
に

位
置

す
る

神
社

。
本

殿
、

拝
殿

及
び

幣
殿

、
こ

れ
を

囲
う

透
塀

の
設

計
は

吉
田

種
次

郎
。

境
内

入
口

に
建

つ
絵

馬
殿

の
設

計
は

本
殿

の
工

事
監

督
を

務
め

た
大

野
新

一
。

本
殿

は
高

い
基

壇
に

建
つ

三
間

社
流

造
り

で
両

妻
面

に
亀

甲
紋

の
雨

除
を

設
け

る
。

中
世

寺
社

建
築

の
細

部
意

匠
を

引
用

し
た

近
代

の
神

社
本

殿
。

拝
殿

及
び

幣
殿

は
正

面
に

千
鳥

破
風

を
据

え
、

向
唐

破
風

造
り

の
向

拝
を

付
す

。
木

鼻
に

拳
鼻

（
こ

ぶ
し

ば
な

）
や

大
仏

様
（
だ

い
ぶ

つ
よ

う
）
風

の
繰

形
（
く

り
が

た
）
を

用
い

る
な

ど
細

部
ま

で
意

匠
を

凝
ら

す
。

絵
馬

殿
は

梁
間

四
間

と
奥

行
深

い
三

間
一

戸
の

楼
門

形
式

で
、

切
妻

造
り

屋
根

の
四

周
に

庇
を

付
し

棟
上

に
剣

と
矢

を
飾

る
。

独
創

的
な

意
匠

と
し

た
楼

門
風

の
絵

馬
殿

。

須
磨

海
岸

北
側

の
高

台
に

位
置

す
る

郊
外

住
宅

で
、

洋
館

、
座

敷
棟

、
土

蔵
か

ら
な

る
。

洋
館

は
柱

を
並

べ
た

開
放

的
な

玄
関

ポ
ー

チ
と

ベ
ラ

ン
ダ

を
正

面
に

構
え

、
眺

望
優

れ
た

コ
ロ

ニ
ア

ル
様

式
の

洋
館

。
洋

館
の

北
東

に
位

置
す

る
座

敷
棟

は
二

室
の

続
き

間
座

敷
で

、
床

柱
に

絞
丸

太
や

瘤
付

丸
太

を
用

い
た

瀟
洒

な
つ

く
り

。
敷

地
北

西
隅

に
建

つ
土

蔵
は

正
面

戸
口

の
楣

上
に

精
緻

な
鏝

絵
で

波
と

龍
を

飾
る

な
ど

、
高

い
左

官
技

術
を

用
い

た
家

財
蔵

。

兵
庫

県
神

戸
市

大
阪

府
東

大
阪

市

大
阪

府
大

阪
市
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

8
4

上
田

家
住

宅
主

屋
安

永
2
（
1
7
7
3
）
／

S
中

期
改

修
建

築
物

住
宅

２

8
5

上
田

家
住

宅
蔵

E
後

期
建

築
物

住
宅

１

8
6

上
田

家
住

宅
表

門
及

び
塀

E
後

期
／

S
中

期
改

修
工

作
物

住
宅

１

8
2

上
田

家
住

宅
客

門
及

び
塀

M
前

期
工

作
物

住
宅

１

8
7

上
田

家
住

宅
石

垣
E
後

期
工

作
物

住
宅

１

8
8

金
剛

峯
寺

奥
殿

(旧
貴

賓
館

）
S
8

建
築

物
宗

教
２

8
9

金
剛

峯
寺

別
殿

（
旧

客
殿

）
S
8

建
築

物
宗

教
２

9
0

金
剛

峯
寺

応
接

室
（
旧

貴
賓

館
附

属
浴

室
）

S
8
／

S
3
2
頃

移
築

建
築

物
宗

教
２

9
1

金
剛

峯
寺

奥
殿

渡
廊

下
S
8
／

S
3
2
頃

増
築

建
築

物
宗

教
１

9
2

金
剛

峯
寺

阿
字

観
堂

S
4
2

建
築

物
宗

教
２

9
3

金
剛

峯
寺

新
書

院
T

前
期

／
S
3
2
移

築
建

築
物

宗
教

２

9
4

金
剛

峯
寺

真
松

庵
S
3
9

建
築

物
宗

教
２

9
5

金
剛

峯
寺

勅
使

門
S
8

工
作

物
宗

教
２

9
6

金
剛

峯
寺

奧
殿

塀
S
8

工
作

物
宗

教
１

9
7

常
喜

院
本

堂
（
旧

最
勝

院
本

堂
）

E
末

期
／

S
4
1
増

築
建

築
物

宗
教

１

9
8

常
喜

院
客

殿
M

前
期

／
S
4
1
増

築
建

築
物

宗
教

２

9
9

常
喜

院
拝

殿
M

4
3
頃

／
R
6
改

修
建

築
物

宗
教

１

1
0
0

常
喜

院
山

門
S
3
0
頃

工
作

物
宗

教
２

1
0
1

旧
米

子
角

盤
町

郵
便

局
舎

（
Ｙ

Ｏ
Ｒ

Ａ
ＩＹ

Ａ
角

盤
）

鳥
取

県
米

子
市

S
1
0
／

H
元

頃
・
R
5

改
修

米
子

市
中

心
部

に
位

置
す

る
旧

郵
便

局
。

通
り

に
南

面
す

る
二

階
建

て
寄

棟
造

り
で

、
下

見
板

張
り

や
縦

長
窓

な
ど

洋
風

の
外

観
が

地
域

景
観

を
つ

く
る

。
現

在
は

地
域

交
流

拠
点

と
し

て
活

用
。

建
築

物
官

公
庁

舎
１

1
0
2

生
田

家
住

宅
主

屋
鳥

取
県

西
伯

郡
南

部
町

M
3
5
頃

／
S
5
2
・

H
1
5
改

修
南

部
町

南
東

の
山

間
に

位
置

す
る

旧
家

の
主

屋
。

南
西

の
主

座
敷

は
天

井
を

高
く

張
り

、
庭

に
面

し
て

縁
を

廻
す

。
床

廻
り

に
銘

木
を

用
い

、
欄

間
の

組
子

な
ど

繊
細

な
つ

く
り

。
建

築
物

住
宅

２

1
0
3

旧
山

陰
合

同
銀

行
根

雨
支

店
店

舗
鳥

取
県

日
野

郡
日

野
町

S
2
／

S
5
4
頃

改
修

出
雲

街
道

に
東

面
す

る
銀

行
店

舗
。

正
面

は
大

オ
ー

ダ
ー

の
付

柱
を

並
べ

、
軒

に
コ

ー
ニ

ス
廻

ら
し

、
正

面
中

央
に

ペ
デ

ィ
メ

ン
ト
を

立
上

げ
レ

リ
ー

フ
を

付
す

。
昭

和
初

期
ら

し
い

外
観

の
銀

行
建

築
。

現
在

活
用

を
検

討
中

。
建

築
物

産
業

3
次

１

1
0
4

旧
小

野
産

婦
人

科
医

院
広

島
県

尾
道

市
S
1
3
／

S
4
0
代

・
R
5

改
修

尾
道

の
中

心
部

に
位

置
す

る
旧

産
婦

人
科

医
院

。
隅

切
し

た
角

地
に

建
つ

木
造

三
階

建
て

で
、

庇
や

付
柱

な
ど

直
線

的
構

成
で

角
地

を
強

調
し

た
外

観
が

印
象

的
な

医
院

建
築

。
現

在
は

店
舗

等
と

し
て

活
用

。
建

築
物

文
化

福
祉

１

1
0
5

旧
小

林
家

住
宅

主
屋

広
島

県
尾

道
市

S
8
／

S
4
5
頃

増
築

長
江

通
り

東
側

の
石

垣
上

に
建

ち
、

洋
画

家
小

林
和

作
（
わ

さ
く

）
が

晩
年

ま
で

居
住

し
た

主
屋

。
二

階
は

ア
ト
リ
エ

と
し

て
用

い
、

西
面

に
掃

出
窓

を
開

け
た

眺
望

優
れ

た
主

屋
。

現
在

は
小

林
和

作
の

遺
品

展
示

や
交

流
施

設
と

し
て

活
用

。
建

築
物

住
宅

１

1
0
6

伊
原

惣
十

郎
家

（
い

は
ら

そ
う

じ
ゅ

う
ろ

う
）
住

宅
主

屋
M

4
頃

建
築

物
住

宅
１

1
0
7

伊
原

惣
十

郎
家

住
宅

離
れ

及
び

茶
室

M
前

期
建

築
物

住
宅

２

1
0
8

伊
原

惣
十

郎
家

住
宅

三
階

蔵
T

前
期

建
築

物
住

宅
１

1
0
9

伊
原

惣
十

郎
家

住
宅

門
及

び
塀

M
前

期
工

作
物

住
宅

１

竜
門

岳
（
り

ゅ
う

も
ん

だ
け

）
南

麓
の

集
落

に
位

置
す

る
大

庄
屋

の
屋

敷
。

敷
地

中
央

に
南

面
し

て
建

つ
主

屋
と

北
西

に
蔵

を
配

し
、

敷
地

南
面

に
表

門
及

び
塀

、
客

門
及

び
塀

を
建

て
、

敷
地

北
面

を
石

垣
で

区
画

す
る

。
主

屋
は

入
母

屋
造

り
で

周
囲

に
下

屋
を

廻
ら

す
。

突
止

溝
（
つ

き
と

め
み

ぞ
）
や

土
間

境
の

式
台

な
ど

古
式

を
残

し
、

年
代

明
ら

か
な

貴
重

な
民

家
。

蔵
は

文
書

蔵
で

窓
少

な
く

堅
牢

な
つ

く
り

。
表

門
は

一
間

の
薬

医
門

。
軸

部
に

ケ
ヤ

キ
を

用
い

た
上

質
な

表
門

で
、

塀
と

と
も

に
旧

家
の

風
格

あ
る

表
構

え
を

形
成

。
客

門
及

び
塀

は
明

治
前

期
の

建
築

。
か

つ
て

主
屋

の
南

西
に

あ
っ

た
離

座
敷

用
の

門
と

塀
。

敷
地

北
面

を
画

す
長

大
な

石
垣

が
旧

家
の

風
格

あ
る

屋
敷

構
え

を
整

え
、

吉
野

ら
し

い
農

村
景

観
を

形
成

す
る

。

和
歌

山
県

伊
都

郡
高

野
町

奈
良

県
吉

野
郡

吉
野

町 和
歌

山
県

伊
都

郡
高

野
町

高
野

山
の

南
谷

に
あ

る
真

言
宗

寺
院

で
、

本
堂

、
客

殿
、

拝
殿

、
山

門
か

ら
な

る
。

本
堂

は
境

内
西

側
に

東
面

し
て

建
つ

宝
形

造
り

で
北

と
西

に
棟

を
付

す
複

雑
な

屋
根

構
成

。
正

面
の

外
壁

は
桁

下
ま

で
塗

込
め

、
重

厚
な

外
観

が
特

徴
的

な
本

堂
。

本
堂

の
東

方
に

建
つ

客
殿

は
明

治
前

期
の

建
立

。
高

野
山

に
お

け
る

近
世

以
来

の
平

面
的

な
特

徴
を

備
え

た
大

規
模

な
客

殿
。

日
露

戦
争

戦
没

者
慰

霊
塔

の
拝

殿
は

、
大

振
り

な
軒

唐
破

風
な

ど
外

観
華

や
か

。
山

門
は

境
内

東
辺

に
東

面
し

て
建

つ
正

門
。

四
脚

門
で

復
古

的
な

細
部

意
匠

と
し

、
ヒ

ノ
キ

の
良

材
を

用
い

た
上

質
な

山
門

。

白
市

の
本

町
通

り
に

南
面

す
る

鋳
物

商
の

屋
敷

で
、

主
屋

、
離

れ
及

び
茶

室
、

三
階

蔵
、

門
及

び
塀

か
ら

な
る

。
通

り
に

面
す

る
主

屋
は

２
階

建
て

入
母

屋
造

り
で

、
一

階
出

格
子

に
大

振
り

の
錺

り
金

具
を

付
す

鋳
物

商
ら

し
い

町
家

。
主

屋
の

北
東

に
位

置
す

る
離

れ
は

南
を

式
台

と
し

た
三

室
の

続
き

間
座

敷
で

、
西

に
縁

を
付

す
。

四
畳

半
の

茶
室

と
と

も
に

上
質

な
つ

く
り

。
主

屋
の

北
東

に
位

置
す

る
三

階
建

て
の

家
財

蔵
で

鋳
物

商
の

繁
栄

を
伝

え
る

。
門

は
正

面
に

石
段

を
設

け
た

、
一

間
薬

医
門

で
、

門
口

の
板

扉
に

八
双

金
具

を
付

す
。

主
屋

に
連

な
り

歴
史

的
な

景
観

を
つ

く
る

。
主

屋
は

現
在

、
飲

食
店

と
し

て
活

用
。

高
野

山
に

位
置

す
る

真
言

宗
総

本
山

寺
院

の
境

内
西

半
に

建
つ

殿
舎

群
。

奥
殿

、
別

殿
、

応
接

室
、

こ
れ

ら
を

繋
ぐ

渡
廊

下
を

配
し

、
北

に
阿

字
観

堂
、

北
西

に
新

書
院

、
真

松
庵

を
建

て
、

南
面

を
勅

使
門

と
奥

殿
塀

で
区

画
す

る
。

奥
殿

は
貴

賓
用

の
客

殿
。

南
面

し
て

建
つ

入
母

屋
造

り
で

正
面

に
切

妻
造

り
の

玄
関

を
付

す
。

玄
関

正
面

の
大

蟇
股

が
目

を
惹

く
優

雅
な

客
殿

。
別

殿
は

奥
殿

の
東

に
位

置
す

る
僧

侶
・
信

徒
用

の
客

殿
。

内
向

き
の

控
え

目
な

意
匠

と
し

つ
つ

寺
格

に
応

じ
た

大
規

模
で

上
質

な
客

殿
。

応
接

室
は

旧
貴

賓
館

の
浴

室
を

曳
家

改
修

し
た

も
の

。
内

部
は

一
室

の
板

敷
で

竿
縁

天
井

を
張

り
東

に
床

を
構

え
石

庭
を

望
む

。
奥

殿
、

別
殿

及
び

応
接

室
を

接
続

す
る

平
面

Ｔ
字

形
の

渡
廊

下
は

軽
快

な
つ

く
り

で
周

囲
の

建
物

と
調

和
。

阿
字

観
堂

は
阿

字
観

を
お

こ
な

う
道

場
。

中
央

の
広

間
に

来
迎

壁
を

設
け

て
阿

字
を

掲
げ

、
左

右
に

六
畳

大
の

子
房

を
四

室
設

け
る

。
高

野
山

唯
一

の
阿

字
観

堂
。

新
書

院
は

奥
殿

に
接

続
す

る
貴

賓
用

の
離

座
敷

。
全

体
に

良
材

を
豊

富
に

用
い

、
障

壁
画

や
細

部
意

匠
に

優
れ

た
華

や
か

な
座

敷
。

真
松

庵
は

貴
賓

用
の

茶
室

。
広

間
席

の
天

井
は

疎
ら

に
組

ん
だ

格
天

井
と

し
、

天
井

板
の

板
目

を
市

松
状

に
配

す
る

凝
っ

た
つ

く
り

。
勅

使
門

は
奥

殿
正

面
に

開
く

、
一

間
一

戸
檜

皮
葺

き
の

平
唐

門
。

螻
羽

深
く

、
全

体
に

優
美

で
見

逃
せ

な
い

上
質

な
門

。
奥

殿
塀

は
勅

使
門

の
東

西
に

延
び

る
延

長
8
1
メ

ー
ト
ル

の
塀

。
長

大
な

塀
が

境
内

景
観

を
つ

く
る

。

広
島

県
東

広
島

市

8



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

1
1
0

大
藤

家
（
お

お
と

う
け

）
住

宅
離

座
敷

S
4
頃

建
築

物
住

宅
２

1
1
1

大
藤

家
住

宅
釜

場
S
4
頃

建
築

物
産

業
2
次

１

1
1
2

大
藤

家
住

宅
土

蔵
E
末

期
建

築
物

住
宅

１

1
1
3

山
中

家
住

宅
土

蔵
広

島
県

廿
日

市
市

M
2
／

H
1
6
改

修
宮

島
の

東
町

に
あ

る
旧

呉
服

商
の

家
財

蔵
。

一
階

は
土

間
、

二
階

は
板

敷
で

中
央

に
独

立
柱

を
立

て
、

小
屋

組
は

登
り

梁
形

式
。

正
面

に
家

紋
を

付
し

、
呉

服
商

の
繁

栄
を

伝
え

る
重

厚
な

土
蔵

。
建

築
物

住
宅

１

1
1
4

旧
案

野
酒

場
（
あ

ん
の

さ
か

ば
）
店

舗
兼

主
屋

S
3
0
頃

建
築

物
産

業
2
次

１

1
1
5

旧
案

野
酒

場
座

敷
M

前
期

／
M

後
期

増
築

、
S
5
頃

改
修

建
築

物
産

業
2
次

１

1
1
6

旧
案

野
酒

場
酒

造
場

（
し

ゅ
ぞ

う
じ

ょ
う

）
M

前
期

／
S
5
頃

増
築

建
築

物
産

業
2
次

１

1
1
7

旧
案

野
酒

場
門

及
び

塀
M

前
期

／
S
3
0
頃

改
修

工
作

物
産

業
2
次

１

1
1
8

旧
小

川
村

役
場

庁
舎

山
口

県
萩

市
S
7
／

H
7
改

修
集

落
北

側
の

高
台

に
建

つ
旧

役
場

庁
舎

。
木

造
二

階
建

て
寄

棟
造

り
で

正
面

に
一

・
二

階
通

し
の

柱
形

と
縦

長
窓

を
配

し
、

隅
上

部
に

三
段

の
水

平
帯

を
廻

ら
す

な
ど

セ
セ

ッ
シ

ョ
ン

風
意

匠
の

庁
舎

。
現

在
は

地
域

拠
点

と
し

て
活

用
を

検
討

中
。

建
築

物
官

公
庁

舎
２

1
1
9

旧
石

川
家

住
宅

主
屋

香
川

県
坂

出
市

T
前

期
／

S
5
9
改

修
坂

出
駅

北
側

の
住

宅
地

に
位

置
す

る
和

風
住

宅
の

主
屋

。
北

西
の

庭
に

面
す

る
主

座
敷

は
床

脇
に

天
袋

、
地

袋
な

ど
備

え
た

端
正

な
つ

く
り

。
二

階
は

大
壁

と
し

た
重

厚
な

外
観

で
ガ

ラ
ス

戸
の

多
用

な
ど

時
代

相
を

示
す

主
屋

。
建

築
物

住
宅

２

1
2
0

仙
波

家
住

宅
主

屋
M

3
3
／

H
元

・
同

4
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
2
1

仙
波

家
住

宅
露

地
門

及
び

塀
M

3
3
頃

工
作

物
住

宅
１

1
2
2

旧
九

州
芸

術
工

科
大

学
環

境
画

像
棟

S
4
5

／
H

2
6

・
R

元
改

修
建

築
物

学
校

２

1
2
3

旧
九

州
芸

術
工

科
大

学
工

業
音

響
棟

S
4
5
／

R
3
改

修
建

築
物

学
校

２

1
2
4

旧
九

州
芸

術
工

科
大

学
画

像
特

殊
施

設
棟

S
4
5
／

R
元

改
修

建
築

物
学

校
２

1
2
5

旧
九

州
芸

術
工

科
大

学
音

響
特

殊
施

設
棟

S
4
5
／

R
3
改

修
建

築
物

学
校

２

1
2
6

旧
九

州
芸

術
工

科
大

学
工

作
工

房
S
4
5
／

H
2
6
改

修
建

築
物

学
校

２

1
2
7

旧
大

學
湯

福
岡

県
福

岡
市

S
7

／
S
2
8

増
築

、
同

4
4
・
R
3
改

修
九

州
大

学
旧

箱
崎

キ
ャ

ン
パ

ス
西

方
に

あ
る

旧
銭

湯
。

半
切

妻
造

の
ポ

ー
チ

を
付

す
下

見
板

張
の

外
観

洋
風

の
銭

湯
で

、
正

面
に

大
學

湯
の

看
板

を
掲

げ
、

旧
学

生
街

の
歴

史
を

伝
え

る
。

現
在

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ペ
ー

ス
な

ど
に

活
用

。
建

築
物

文
化

福
祉

１

1
2
8

旧
玉

乃
井

旅
館

福
岡

県
福

津
市

M
4
2

／
S
9

頃
・

同
3
7
増

築
、

R
3
改

修
津

屋
崎

海
岸

の
東

側
に

建
つ

旧
旅

館
。

2
階

は
南

西
に

続
き

間
座

敷
を

配
し

、
連

窓
を

建
て

た
広

縁
を

介
し

て
海

を
臨

む
。

増
築

を
重

ね
て

、
部

屋
数

を
増

や
し

、
海

水
浴

客
の

賑
わ

い
を

伝
え

る
旅

館
。

現
在

は
一

部
を

ク
ラ

フ
ト
ビ

ー
ル

の
醸

造
所

と
し

て
活

用
。

建
築

物
産

業
3
次

１

1
2
9

旧
黒

木
家

住
宅

店
舗

兼
主

屋
宮

崎
県

児
湯

郡
高

鍋
町

M
3
3
／

T
前

期
・
R
6

改
修

高
鍋

城
下

の
旧

街
道

に
東

面
し

て
建

つ
、

肥
料

製
造

販
売

業
等

を
営

ん
だ

旧
店

舗
兼

主
屋

。
改

修
に

よ
り

外
壁

下
見

板
張

と
し

た
洋

風
の

外
観

。
町

内
最

大
級

の
間

口
の

町
家

で
当

地
の

繁
栄

を
今

に
伝

え
る

。
現

在
は

地
域

交
流

拠
点

と
し

て
活

用
。

建
築

物
産

業
3
次

１

注 建
設

年
代

：
E
は

江
戸

、
M

は
明

治
、

T
は

大
正

、
S
は

昭
和

、
H

は
平

成
、

R
は

令
和

の
略

。

種
別

：
土

木
は

土
木

構
造

物
、

工
作

物
は

そ
の

他
工

作
物

の
略

。

基
準

：
1
は

国
土

の
歴

史
的

景
観

に
寄

与
し

て
い

る
も

の
、

2
は

造
形

の
規

範
と

な
っ

て
い

る
も

の
、

3
は

再
現

す
る

こ
と

が
容

易
で

な
い

も
の

。

白
市

中
心

部
に

位
置

す
る

旧
酒

造
業

の
屋

敷
。

既
登

録
の

主
屋

の
西

に
建

つ
離

れ
座

敷
、

釜
場

、
土

蔵
か

ら
な

る
。

離
れ

座
敷

は
二

階
建

て
で

主
屋

と
二

階
建

て
の

渡
廊

下
で

接
続

。
二

階
は

東
西

の
続

き
間

座
敷

を
配

し
、

端
正

な
つ

く
り

。
主

屋
の

北
西

に
位

置
す

る
釜

場
は
、

平
屋

建
て

で
南

面
東

寄
り

を
吹

放
ち

と
す

る
。

醸
造

用
の

半
地

下
の

釜
場

な
ど

を
残

し
、

酒
造

業
の

様
相

を
伝

え
る

。
土

蔵
は

家
財

蔵
で

窓
少

な
く

重
厚

な
外

観
で

敷
地

西
方

の
歴

史
的

な
景

観
を

形
成

。

山
間

を
流

れ
る

島
地

川
西

岸
に

位
置

す
る

旧
酒

造
業

の
屋

敷
。

店
舗

兼
主

屋
、

座
敷

、
酒

造
場

、
門

及
び

塀
か

ら
な

る
。

主
屋

は
通

り
に

西
面

し
て

建
つ

２
階

建
て

の
建

ち
の

高
い

外
観

で
、

土
間

に
酒

の
枡

売
用

カ
ウ

ン
タ

ー
な

ど
を

残
し

、
昭

和
戦

後
の

酒
場

の
賑

わ
い

を
伝

え
る

。
主

屋
の

南
東

に
位

置
し

、
前

庭
を

配
す

る
離

座
敷

。
２

階
外

壁
を

大
壁

と
し

、
土

蔵
造

風
の

重
厚

な
外

観
が

特
徴

的
。

酒
造

場
は

主
屋

の
東

に
位

置
し

、
酒

の
仕

込
な

ど
行

う
作

業
場

。
桁

行
長

大
な

酒
造

場
で

、
酒

づ
く

り
の

歴
史

を
伝

え
る

。
主

屋
の

南
に

位
置

す
る

門
は

通
り

に
西

面
す

る
腕

木
門

で
、

両
開

き
の

板
扉

を
建

て
、

塀
と

と
も

に
旧

家
の

屋
敷

構
え

を
整

え
る

。

松
山

市
街

地
の

東
部

に
位

置
す

る
農

家
で

、
主

屋
と

露
地

門
及

び
塀

か
ら

な
る

。
主

屋
は

敷
地

中
央

に
南

面
し

て
建

つ
、

つ
し

二
階

建
て

で
、

座
敷

は
付

書
院

に
櫛

形
火

灯
窓

を
開

け
、

繊
細

な
組

子
の

欄
間

を
建

て
る

な
ど

上
質

。
露

地
門

は
薬

医
門

で
棟

両
端

に
鯱

瓦
を

載
せ

た
華

や
か

な
つ

く
り

。
両

脇
は

本
瓦

葺
き

の
板

塀
と

し
、

屋
敷

正
面

の
構

え
を

整
え

る
。

西
鉄

大
橋

駅
東

方
に

あ
る

大
学

の
校

舎
。

キ
ャ

ン
パ

ス
東

方
に

位
置

す
る

中
庭

状
の

広
場

周
囲

に
環

境
画

像
棟

、
工

業
音

響
棟

、
画

像
特

殊
施

設
棟

、
音

響
特

殊
施

設
棟

、
工

作
工

房
が

建
つ

。
い

ず
れ

も
設

計
は

香
山

壽
夫

＋
環

境
設

計
学

科
。

環
境

画
像

棟
は

下
層

を
吹

抜
ラ

ウ
ン

ジ
、

上
層

を
バ

ル
コ

ニ
ー

と
し

た
階

段
状

の
立

面
で

、
２

階
レ

ベ
ル

の
中

庭
状

広
場

と
巧

み
に

調
和

。
香

山
に

よ
る

キ
ャ

ン
パ

ス
計

画
の

中
心

的
な

校
舎

の
一

つ
。

工
業

音
響

棟
は

、
環

境
画

像
棟

と
広

場
を

挟
み

正
対

し
て

建
つ

校
舎

。
環

境
画

像
棟

と
同

意
匠

で
対

峙
し

、
壮

麗
な

広
場

景
観

を
つ

く
る

。
画

像
特

殊
施

設
棟

は
写

真
ス

タ
ジ

オ
な

ど
配

す
る

画
像

工
学

専
門

施
設

。
中

央
玄

関
上

部
の

壁
面

を
浅

く
窪

ま
せ

て
バ

ル
コ

ニ
ー

と
し

、
左

右
対

称
の

均
整

取
れ

た
外

観
。

音
響

特
殊

施
設

棟
は

無
響

室
な

ど
配

す
る

音
響

工
学

専
門

施
設

。
画

像
特

殊
施

設
棟

の
立

面
を

反
転

、
渡

廊
下

を
挟

み
左

右
対

称
の

外
観

と
し

、
二

棟
で

広
場

東
面

を
構

成
す

る
。

工
作

工
房

は
デ

ッ
サ

ン
や

木
工

用
の

作
業

棟
。

中
央

を
見

通
す

左
右

対
称

の
均

整
取

れ
た

外
観

で
広

場
の

一
角

を
構

成
。

い
ず

れ
も

現
在

は
九

州
大

学
芸

術
工

学
部

校
舎

と
し

て
使

用
。

広
島

県
東

広
島

市

山
口

県
山

口
市

愛
媛

県
松

山
市

福
岡

県
福

岡
市
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